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研究成果の概要（和文）：子宮内膜症は生殖年齢の約 10％に発生する原因不明の良性疾患であ

る。本研究では、子宮内膜症におけるシグナル伝達（JAK-STAT 系、RAS-MAP 系）に関して

検討した。子宮内膜症、コントロール群各々50 例での検討を行った。15 症例で JAK-STAT 経

路の活性化を認めたが、年齢、鎮痛剤の使用、罹患期間、について一定の傾向は見られなかっ

た。術前の Gn-RHa 投与群において活性が低い傾向が認められた。RAS-MAP 経路については

明らかな傾向を認めなかった。 
 
研究成果の概要（英文）：Endometriosis occurs in about 10% of reproductive age women. The 
etiology of it is not clearly defined. In this study we examined the activation of two signal 
pathway (JAK-STAT pathway and, RAS-MAP pathway) in endometriosis. 50 of 
endometriosis case and 50 of control cases were examined. In 15 endometriosis patients 
STAT3 was activated. The age, use of NSAIDs, affection period were not related to the 
activation of STAT3. The activity of STAT3 was slightly lower in a preoperative Gn-RHa 
administrated group. No obvious tendency was fined in MAP pathway.  
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１．研究開始当初の背景 
子宮内膜症は生殖年齢女性の約 10％に発生
する良性疾患である。月経痛や不妊の原因と

なるため、臨床状きわめて重要な疾患である
にもかかわらず、原因は解明されていないた
め、治療に難渋することも多い。 
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慢性の炎症性疾患という側面から、シグナル
伝達での異常の関与も示唆されるが、それに
ついての報告は少ない。 
JAK-STAT 経路は、細胞の分化・増殖に関わ
る代表的なシグナル伝達経路である。悪性腫
瘍での関与だけでなく、慢性炎症性である慢
性関節リウマチや慢性肝炎などにおいて重
要な働きがあることがこれまでに報告され
てきた。しかし、子宮内膜症におけるシグナ
ル伝達の異常に関しての報告はこれまでに
ほとんどない。 
 
 
 
２．研究の目的 
子宮内膜症におけるシグナル伝達異常、特に
JAK-STAT 経路の異常を明らかにすること。 
 
 
 
３．研究の方法 
子宮内膜症におけるシグナル伝達の異常を
検討した。内膜症性病変組織を用いて、ウエ
スタンブロット、免疫染色、SOCS 遺伝子のメ
チル化の検討を行った。また、子宮内膜症の
腹水中のサイトカインの測定を行った。 
 
 
 
４．研究成果 
（1）子宮内膜症、コントロール群各々50 例

での検討を行った。検体は、すべて手術検体

を用いた。 
子宮内膜症の内訳としては、子宮腺筋症が 19

例、チョコレートのう胞が約 31 例である。

コントロールは卵巣嚢腫が 20 例。子宮脱や

子宮筋腫からの正常子宮筋層をコントロー

ルとした。 

子宮内膜症症例では、術前の縮小を目的とし

たものだけではなく、過去の投与を含めると

34 例が Gn-RHa の投与を受けていた。 

腫瘍マーカーである CA125は子宮内膜症症例

のうち 32 例で高値であった。 

 

 

（2）子宮内膜症症例の 15 症例で STAT3 の

活性化を認めた。年齢、非ステロイド性鎮痛

剤の使用、罹患期間、について一定の傾向は

見られなかった。 
活性の高い症例では洗浄腹水中の IL-6、IL-8
などのサイトカインが高い傾向が見られた。 
CA125 値との関連は見られなかった。 
 
 
（3）術前の Gn-RHa 投与群において STAT3

の活性が低い傾向が認められた。 
 
 
（4）RAS-MAP 経路については、活性が高

い症例が多いようであるが、結果にばらつき

が多く、更なる検討を要する。 

 
 
 
 

  子宮内膜症群 コントロール群 

疾患 子宮腺筋症 19 卵巣嚢腫 20

  チョコレートのう胞 31 子宮脱 8

      子宮筋腫 22

         

平均年齢   36.5 歳  45.3 歳 

         

術前

GnRHa 
あり 19 あり 3

  なし 31 なし 47
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